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霧海難防止対策リーフレットの作成、配布について

例年、梅雨時期及びその前後においては、霧が多発しており、我が国の沿１

岸海域及び内海・内湾を航行する内航船舶を中心に視界不良の中での衝突海

難が多発する傾向にあります。

最近における視界不良時における衝突海難としては、昨年７月、三重県熊

、 、野灘沖で発生し ６名の尊い人命が失われた内航タンカー同士の衝突事例や

今月１３日に東京湾口において、外国籍貨物船（総トン数6,182トン）と内

航貨物船（総トン数498トン）が衝突し、外国籍貨物船が沈没するといった

事例のように、尊い人命や財産が失われ、更には、海難船舶からの流出油に

よる海洋環境汚染等が発生するといった重大な海難も発生しています。

、 、 、２ 海上保安庁は 従来から 視界不良時における衝突海難等を防止するため

「厳重な見張りの励行」 「安全な速力で内航船舶等の海事関係者に対し や、

など、視界不良時における安全運航の励行について、機会ある毎にの航行」

海難防止講習会や訪船指導などを通じ、その徹底を図ってきているところで

す。

今般、海上保安庁では、上記のように霧が多発し始める４月において、既３

に大型の外国貨物船が沈没するといった事例が発生していることを考え、こ

れまで以上に「視界不良時における安全運航の励行」を実効あるものとする

ため、別紙の広報啓発用リーフレット（ 視界不良時の衝突海難防止のため「

に ）を17,000枚作成し、関係団体に配布するほか、現場の海上保安官が訪」

船指導の際に、このリーフレットを示しながら具体的な留意事項を指導して

いくこととしました。



【事例紹介】

■ ケミカルタンカー衝突炎上海難

、 、 、平成１７年７月 三重県熊野灘沖において ケミカルタンカー同士が衝突し

衝突の衝撃により一方の船舶の船体に亀裂が生じ、積荷の粗製ベンゼン及び燃

料が流出して火災が発生し、乗組員７名のうち６名が死亡したもの。

■ 外国籍貨物船衝突沈没海難

平成１８年４月、東京湾口において、外国籍貨物船と内航貨物船が衝突し、

外国籍船舶は左舷船首部に破口を生じ、破口部から浸水、その後、付近海域に

沈没したもの。



内航船舶衝突事故月別発生状況（過去5年間） 
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霧多発時期（５月～７月）に多発 ！ 
本州太平洋岸・瀬戸内海で多発 ！ 
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場合の左転の左転にあるにある場方に・他船が正横より前前方方に方にあ

後方にある場合の他船方向への変更後方横より後　・他船が正横又はは正横横より後り後


